
神性が混合物
として存在し、
合成物として存
在するという言
い方は神性への
冒瀆ではないの

か

序

異端者が台頭し、真理に向
かって吠え立て、おぼつか
らない魂を虚言によって脅
えさせているのだから、雄
弁な者にとっていまや語る
ときであり、黙るとき（コヘ
3:1)ではない。その際に、
語り手が次の二点を踏まえ
て実行してくれるならばと
思う

まず彼は問題点を
めぐる諸議論を分
類し、秩序づけ、自
分の理解を補足す
るとよい。また彼は
誰か尋ねる者があ
れば、自分の調査
した結果を分かち
合うとよい

ストゥディオスのテオドロス
聖画像破壊論者への第一の駁論

さて、確かに私はど
ちらの課題にも不適
当な者ではあるが、
それでも教父たち
の祈りと励ましに信
頼しながら、自分が
問題をどのように捉
えているのかを可
能な限り示そうと思
う

神学者が言うよう
に、何もしないです
べての課題を残す
より、できることで
貢献することのほう
がまだましだからで
ある

ストゥディオスはコンスタンティノポリス近
郊の修道院の名称。ローマの執政官ストゥ
ディオスが463年に創設したという伝説が残

る
そのうえ、私がすで
に著した「非難の言
葉」の中では、この
点を十分に説明し
ていながったので、
今度は、われわれ
自身の教説と反対
者の教説をつき合
わせて議論を進め
ることにしたい

そのような併置に
よって、ちょうど貨
幣の試金における
ように、混ぜ物で品
質を落とした不信
心の貨幣は信頼で
きるまがい物でない
真理の通過のなか
から取り除かれるで
あろう

「大勢のなかにあっ
て良い知らせを伝え
る者に、主は言葉を
与える」（七十人訳
詩68:12)。実際、
私はふさわしい者で
はないが、論述を始
めるにあたってこの
「詩編」を引くことは
許されよう

(1)
さて、これら異説を持ち出す者
たちよ、われわれキリスト者に
とっては、唯一の信仰と礼拝
（λατρεία）そして崇敬
（προσκύνησις）のみがある
のではなかろうか。しかもそれ
は父と子と聖霊へ向けられるも
のである

なぜなら、通常の考
えによるならば、礼
拝されるのは神性と
いう本性において唯
一の方であるが、知
性的に把握される
のはおののの位格
の固有性における
三位だからである

偶像礼拝と
の言いがか
り

(2)
もしもわれわれの崇敬
が聖画像(εὶκών)の飾
られた建物のためにた
くさんの礼拝対象を有
するように見えるのであ
れば、崇敬はもはやた
だ一つのものではない
ことになる

そのような崇敬は
悪魔の策略によっ
て異教の伝統から
移入された実践に
ほかならず、偶像礼
拝を普遍教会の中
へ持ち込むもので
ある

実際、どんな神学
者であれ、神はまっ
たく把握しがたく、
輪郭線を引きがた
いもの
（ἀπερίγραπτον）
であるということに
ついて同意している
からである

神が把握しがたく、また輪
郭線を引きがたいということ
は、どんな人にも明らかで
ある。そればかりでなく、私
としては範囲がなく、制限
がなく、形態がなく、また神
がそれでないという状態を
著すあらゆる形容詞をさら
に付け加えてもよいくらいで
ある

しかし「光と闇とに
何のつながりがある
だろうか」。また、適
切に言われている
ように、「キリストと
ベイアルにどんな調
和があるのだろう
か」（二コリ6:14)

聖画像が異教の神々の
偶像といったい何を共
有しているのであろう
か。仮にわれわれが偶
像を礼拝しているので
あれば、われわれはそ
のような結果よりも先に
ある原因にあたるもの
をも礼拝しているに違い
ない。

ちょうどシドン人の
憎むべきアシュトレ
トとケモシュへの崇
敬のように（王下
23:13）。またアポ
ロン、ゼウス、クロノ
ス、そして他のすべ
ての異教徒の神々
に向けられた崇敬
のように

彼らは悪魔によって邪道へと導
かれたので、不注意にもその
礼拝を創造の神から神の創造
の産物へと向け変えてしまった
のである。それゆえ、多神教に
おいて唯一のものである深淵
へと滑り落ち、「造り主の代わり
に造られたものを拝んだ」（ロマ
1:25)と言われている

しかしわれわれ
には唯一の神
があり、この方
を三位一体にお
いて礼拝してい
る

また神学の教義に関すれば、なんらか
の制限や包括的理解のようなものを捏
造するどころか̶このようなことは異教
徒の思考の産物で、とんでもないこと
であるが̶むしろわれわれには神が存
在することさえよくわかっておらず、あ
るいは神が自己自身を理解する場合に
も、それはどのようなものであるのかも
わかっていない

しかしながら、
神の善性のゆえ
に、三位一体の
なかの一位格
が人間の本性
い入り、われわ
れと同じように
なった

そこで、混合できないものの混合物が存在
し、結合できないものの合成物が存在する
ようになった。それは輪郭づけられたものと
いっしょになった輪郭でづけられないもの、
境界づけられたものといっしょになった境
界づけられないもの、制限されたものと
いっしょになった制限なきもの、形づくられ
ないものといっしょになった形づくられたも
のについてのことである

実に逆
説的で
ある

以上の理由からキリストは肖像に描か
れるのであり、見えない方が見られて
いるのである。固有の神性によれば境
界づけられない方が輪郭線を自然にそ
の身体に受け取ったのである。両本性
はそれぞれ定められた事柄によって著
されるのであり、さもなければ、どちら
かの本性は、あなたの意見が示唆する
ように事実を曲げていることになるであ
ろう

キリスト論の
問題

(3)
異論者によれば、キ
リストが身体的に輪
郭線で取り囲まれ
ている場合には、神
は境界づけられな
い状態にとどまって
はいないということ
になる

すなわち、もしも神
性が位格的結合の
ゆえに肉体に一致
しているのであれ
ば、境界づけられな
いはずの神性は肉
体の輪郭線の内側
にいっしょに取り囲
まれてしまっている
ことになる

そのうえ、いずれも
他方から分離され
ることは不可能であ
る。さもなければ、
忌まわしい分割が
導入されることにな
るであろうから

あたなたが論証
と呼ぶ言葉の遊
びによれば、神
は包まれる状態
にあって包まれ
ないでいること
はできない

実際に彼は産着にく
るまれた。あるいは
見られた状態にあっ
て不可視にとどまる
ことはできない。実
際に彼は見られた。
あるいは触れられる
状態にあって接触
できないものにとど
まることはできない

実際に彼は触れられ
た。あるいは苦難の中
で苦痛を感じずにとど
まることはできない。実
際に彼は十字架に付け
られた、あるいは死にお
いて不死にとどまること
はできない。実際に彼
は死に至った

それならばあなた
は、神が境界づけら
れた状態にあって、
しかしなお境界づけ
られずにとどまった
ということを理解す
るべきではないか

なぜなら、これも他のものと同
様にキリストの本性の特性だか
らである。すなわち境界づけら
れない本性の特性とは、キリス
トがそれにより神であると認識
される特性であり、境界づけら
れる本性の特性とは、それによ
り彼が人間と告白される特性で
ある

一方が他方を新し
いものにするのでは
ない。あるいは以前
の状態からそれる
のでもない。または
一方が他のものに
なるのでもない

そのような変化
はわれわれが
認めない混乱を
もたらすだけで
ある。彼は固有
の位格において
唯一であり同一
である

また彼の二つの
本性について
は、それらの固
有の領域におい
て混同されてい
ない。

したがって、あなたはあの
輪郭づけられたもの（τὸ 
περίγραπτον）を受け入
れるか、もしそうでなけれ
ば、見られる、触れられる、
またその他のこれと同類の
範疇に属する形容辞を捨て
去るべきであろう

しかしそうすれば、
あなたが御言葉の
受肉をまったく否定
していることが明瞭
になるであろう。こ
れこそ不信心の極
みでななかろうか

異論者は神性は人
間性にとどまってい
ないと言っているの
だろうか？

破壊派は、キリストの肖像に神
的本性は描写されないので、
原型と同一本質をもつべき真
なる聖画像は存在せず崇敬に
値しないと主張する（解説）

(4)
異論者によれば、キリストを
単なる人間と呼ぶことは
まったく道理に合わないこと
である。彼らによれば、輪
郭づけはただの人間に特
有のものであるが、キリスト
は輪郭づけられないのであ
るから単なる人間ではない

あなたが好む輪
郭づけられなり
という語を持ち
出すときに、私
にはあなたが無
意味なことしか
語っていないよ
うに思える

あなたはわれわれれの論
議を非倫理的な主張では
ぐらかそうとしている。立証
されていないことをあなた
の論証で反駁しようとし、ま
た論理的であいことをあな
たの論理で反駁しようとし
ている。ところが討論の場
に来て、完全に打ち負かさ
れている

というのも、キリストはあ
る単なる人間になった
のではない、あるいは
彼が特定の人間をま
とったというのは正統な
教えではない。むしろ彼
は全体としての人間、
あるいは人間の全体性
を受け取ったと言うべき
である

しかしながら次のことは
言わなければならな
い。すなわち、この人間
の全体性はある個人的
容姿において見られた
のである。そうでなけれ
ば彼はいったいどのよう
にして見られたであろう
か

こうして彼は見られ、描
かれ、触れられ、輪郭
づけられる。また、食
べ、飲み、成熟し、成長
し、働き、空腹になり、
渇き、涙を流し、汗をか
き、その他何でもすべ
ての点で普通の人のよ
うに行ったり、こうむった
りする

以上のことから
われわれは、キ
リストがたとえ
単なる人間でな
いとしても輪郭
づけられること
を認めなければ
ならない

なぜなら彼は多くの人間のな
かの一人なのではなく、人と
なった神である。そうでなけれ
ば、われわれは抜け目のない
異端の蛇によって攻撃されるか
もしれない。それはあなたが従
う説であり、キリストはただ見せ
かけにおいてのみ、また幻想に
おいてのみ来たと唱えている

ところで、彼が実際に人と
なった神であるなら、限界
づけられないということをも
同時に認めなければならな
い。それによって、われわれ
はキリストがその本性的な
起源をマリアから受けたと
無駄口をたたく不信心な犬
をやり過ごすことになる

このことはまったく新し
い救いの居t並み
（οὶκονομία）の神秘で
ある。そこでは、御言葉
の唯一の位格において
神性と人性が一つに
なっており、御言葉は不
可分に一致した両本性
の特性を保有している
のである

モーセの掟

(5)異論者によ
れば、肖像を
飾った建物は例
外なく禁止され
ている。なぜな
ら、聖書には次
のようい言われ
ているからであ
る

「あなたはいかなる像も造っ
てはならない。上は天に在
り。下は地にあり、また池の
下の水の中にある、いかな
るものの形も造ってはなら
ない。あなたはそれらに向
かってひれ伏したり、それら
に仕えたりしてはならない。
私は主、あなたの神」(出
20:4)

この言葉はいったいど
のような時に、また誰に
向かって語られたの
か。それは恵みのとき
以前に、律法の下で監
視され（ガラ3:23）一つ
の神的位格による支配
を教えられていた人々
に対してである

それは、神がま
だ肉体において
示されていな
かった時代のこ
とであり、古代
の人々は掟に
よって異邦人の
偶像に対して保
護されていた

したがって、掟は彼らの太祖アブラ
ハムによって組織された選民のた
めに制定されなければならなかっ
たのであり、この人々は、聖書に記
されているように、「誰一人見たこと
がなく、見る事のできない」(一テモ
6-16)唯一の神、万物の主があっ
たがゆえに多神教の深淵を避ける
ことができたのである

実際、神に
ついては何
の表示も、
肖像も、輪
郭も、限定
もなく、人間
知性の把握
力に収まり
きるものは
何もない

預言者の次の
言葉はこれをよ
く示唆してい
る。「お前たあち
は、神を誰に似
せ、どのような
像に仕立てよう
というのか」（イ
ザ40:18)

ところで、神の
場合にまったく
禁じられている
ことも、そのほ
かの場合には、
かならずしも禁
じられてはいな
いという事実を
とり急ぎ示そう

代弁者モーセに禁止令を与えた直後
に、神は彼に次のように命じている。
「打ち出し造りで一対のケルビムを造
り、贖いの座の両端、すなわち一つを
一方の端に、もう一つを他の端に付け
なさい。一対のケルビムは顔を購いの
座に向けて向かい合い、翼を広げてそ
れを覆う。私は贖いの座の上からあな
たに臨み、あなたに語る」(
出25:18)

さらに「レビ記」では、主はモーセに
次のように言う。「あなたは炎の蛇
を造り、旗竿の先に掲げよ。蛇に噛
まれた者がそれを見上げれば、命
を得る。モーセは青銅で一つの蛇
を造り、旗竿の先に掲げた。蛇が人
を噛んでも、その人が青銅の蛇を
仰ぐと、命を得た」(民21:8)

さて今、あなたは聖書の教えの
全体を見た。天使たちは確か
にわれわれとまったく同じという
わけではないし、また、蛇は地
を這い回るその姿においてわれ
われとは異なっているけれど
も、しかしそれはキリストの象徴
として比喩的に受け入れられ
た」(ヨハ3:14)

このように、かつて神が咬まれ
た人々の癒しのために身を低く
し蛇によって象徴されたのであ
れば、神が人となったとき以来
神のものとなった身体的姿をか
たどっている聖画像を掲げるこ
とは、どれほど神に嘉されされ
ること、またふさわしいことであ
ろうか

さらに、もしも動物の姿
の象徴でさえ、それを
一目見るだけで蛇に咬
まれた人々を癒したとし
たら、キリスト自身の聖
なる画像は、それを見
る人々を聖別する以外
にどんなことをなすとい
うのであろうか

物質と霊

(6)
異論者は、もし
も以上のようで
あれば、神は矛
盾に陥ってお
り、自分自身に
反対していると
述べる

狂気じみている。な
ぜなら、禁止令は神
を他の被造物、たと
えば太陽、月、星ま
たその他の万象(申
4:19)に喩えること
に対して適用されて
いる

ところが、この掟が意図
しているのは、刻まれた
り形づくられたりしたも
のによって象徴的にで
はあるが、イスラエルを
できるだけ唯一の神の
瞑想と礼拝へと導くこと
である

至聖所全体の形態は、
万物の神によって偉大
なるモーセのために象
徴的に幻視のうちに素
描されたのであるが、
実は霊における礼拝の
まぎれもない予型では
なかっただろうか

(7)
異論者によれ
ば、キリストを物
質的に表現する
ことは、彼を卑
しめることであり
侮辱することで
ある

聖別と義化をもってわ
れわれに神的なかたど
りをもたらす聖霊によっ
てキリストがわれわれ
のうちにあたどられる場
合にも、彼は精神的瞑
想の内にとどまるほうが
ましである

それというのも、聖書には「彫刻
師の刻んだ彫像や鋳像、また
偽りを教える者が何の役に立
つのか。造った者がそれに依り
頼んでいる」(ハバ2:18)と述べ
られており、また別の個所には
「森から切り出された木片、木
工が鑿を揮って造ったもの。そ
れを金銀で飾っている」（エレ
10:3)とある

私にはあたなたが故意
に一つのことから他のこ
とへと転じようとすると
きに、ちょうど堂々巡りに
陥った盲目の人のよう
に、自己主張の繰り返
しから逃れていないよう
に見える

あなたが卑しく屈辱的と呼ぶ事
柄は、実際には神秘の偉大さ
のゆえに神聖であり、また高尚
なものである。なぜなら、卑し
い者が高ぶるときには彼は恥じ
入るべきであるが、高貴な者が
へりくだるときには彼には栄光
が帰されるのではないだろうか
（ルカ14:11)

このように、自ら神性の極
みにあり、また非物質的な
言い尽くしがたさの内に
あって栄光を帰されている
キリストにしてみれば、われ
われに対する彼rの謙遜さ
のゆえに、その体をもって
質料的に描写されることは
彼にとっては栄光なのであ
る

万物を造られた方が物質、
すなわち肉体をとられたの
である。質料的に描写され
ることは物質の特性である
が、その特性を有しない方
が自分が受け取ったものに
なること、またそのようなも
のと呼ばれることを拒まな
かったのである

さらに、キリストが聖霊に
よってわれわれのうちに再
びかたどられたのであるか
ら、彼は精神的瞑想のため
に十全に表現されるという
あなたの主張について言え
ば、それは洗礼の主題に関
係して言えることかもしれ
ない

しかし、われわれは父なる
神の本質の完全な現れで
ある御言葉が(ヘブ1:3)ど
のようにわれわれのうちに
表現されているのかについ
て語っているのではなく、む
しろ質料的な絵の具で彼の
人間としての肖像をどのよ
うに描くのかについて語って
いるのである

もしもただの精
神的瞑想で十
分であったとし
たら、彼がわれ
われのところへ
来ることはやは
り精神的な仕方
だけで十分で
あったに違いな
い

しかし結果として、もし
も彼が体を有していな
かったのなら、われわれ
は彼の行いによって、ま
たわれわれの苦しみ同
様に否定しがたい彼の
受難によって、それらの
いずれの外観によって
も欺かれていたことに
なろう

イスラムの
場合である

何を言って
いるのか分
らない

しかし、こうした点につ
いてはもう十分であろ
う。彼は肉体をもつもの
として肉体において受
難したのであり、食べた
り、飲んだりした。そし
て罪を除けば、誰もが
するようなすべてのこと
を行ったのである(ヘブ
4:15)

したがって、あなた
の考え方において
は侮辱的に見える
ことも、実は大いに
尊敬すべき、栄光に
満ちた御言葉に対
する真実の誉れに
ほかならない

そこで、われわれに反論す
る目的で何も知らずに聖書
の個所を持ち出すのをもう
やめてもらえないだろうか。
偶像の外貌に関連して異
教徒に語られた言葉を引
き、それをキリストの肖像に
誤用することをもうやめても
らえないだろうか

なぜなら、分別ある人ならば、
偶像と聖画像の区別を理解で
きるのではなかろうか。一方は
闇であり、他方は光ではない
か。一方は人を誤らせるが、他
方は信頼できる。一方は多神
教に属するが、他方は神の救
いの営みについての疑う余地の
ない証拠である

肖像と原型

一方は信頼
できるもの
であるから、
偶像崇拝で
はない、とい
うのは、論
証になって
いない

(8)意論者は言う。どうして
聖書には十字架に関するよ
うなことが聖画像について
も記されていないのであろ
うか。使徒は「十字架の言
葉は、滅んでいく者にとって
は愚かなものですが、私た
ち救われる者には神の力で
す」(一コリ1:18)と語り、

また、「私にはキリストの十
字架のほかに、誇るものが
けっしてあってはなりませ
ん」(ガラ6:14)とも述べ
る。聖書にはもっと多くの讃
美の言葉が見出されるので
あるが、聖画像については
このような行句をどこに、ま
た、どの著者から示すこと
ができるであろうか

ああ、この自惚れ屋め、
使徒がいったい何を讃
美し、何を誇っていたの
か私に答えてみるがよ
い。十字架か、それとも
十字架の模像物
（τύπος）であるのか。
明らかに前者である

しかし、反射が光の輝
きを分けもっているよう
に、類型も原型の栄光
を分有している。なぜ
なら、原因について言え
ることは、同じことをす
べての点においてその
結果について言うことが
できるのだからである

ただし原因の場合は、
それが本性によってい
るので真実に語ること
ができるのであるが、
結果の場合は原因との
名辞的同一性によって
いるので原因から離れ
ては真実に語ることが
できない

これと同様に、
キリストは使徒
によって初めか
ら宣教されてお
り、彼の肖像に
ついての説明も
彼との関係でな
されている。

そこで、あなたはキリス
トの肖像についての証
言を、ちょうどキリスト自
身に関するものと同じ
程度所有しているので
ある。十字架の模像物
についても同様で、十
字架そのものに関する
と同じくらい語られてい
る

もっとも聖書のおこ
にも類型あるいは肖
像̶これらは同様
の意味であるが̶
については語ってい
ない。それは、どの
ような叙述を期待
するのは論理的で
はないからである

何を
言ってい
るのか
分らない

なぜなら、結果は原
因の勢力下にある
からである。実際ど
の肖像も、その名の
由来する当のもの
の固有の様相を帯
びているしるし、ま
たは印象ではない
だろうか

われわれは模像物
を十字架と呼ぶの
であるが、なぜな
ら、それもまた十字
架であるからにほか
ならないのであっ
て、二つの十字架
があるわけではない

同じく、われわれは
キリストの肖像をキ
リストと呼ぶのであ
るが、それがまたキ
リストであるからで
あって、二人のキリ
ストがいるわけでは
ない

それらの本性によってではなく、双方
が共有している名前によって一方を他
方から区別するのは不可能である。神
聖なるバシレイオスも同様に、皇帝の
肖像は皇帝と呼ばれるが、二人の皇帝
がいるのでもなく、彼の権力が分散さ
れているのでもなく、彼の栄誉が分割
されているのでもない、それどころか肖
像に与えられる称賛は逆にその原型へ
ともたらされると述べている

(9)異論者は次のように言
う。ちょうど聖画像がいろい
ろとあるように、多くのもの
が主たちとかキリストたちと
呼ばれており、ここから多神
教が始まるのである。しか
し、われわれにはわれわれ
が崇拝している唯一の主ま
たは神のみがある

どうしたものか、父は主で
はないのか。子は主ではな
いのか。また聖霊は主では
ないのか。同様にそれらは
いずれも神ではないのか。
しかりである。しかしそれだ
からといって、三つの神々ま
た主たちがあることになる
のであろうか

なんたる不信心。唯一の神
また主があるのみである。
あなたは聖画像についてこ
れと同じことを理解するべ
きである。たとえ多くの肖像
があるとしても、ただ唯一
のキリストがいるのであって
多数いるのではない

その同じ方が主であり、個々に分か
れているのではない。したがって、
ここでは、一方では「神」また「主」と
いう単数の呼称が三つの位格に分
割されることのない本性のために
包括的に適用されているのであり、
他方では同一の名称を使用するこ
とによって数多くの肖像を一つの種
類にまとめているのである。このよ
うにあなたの異論には根拠がない

聖なる体の
独自性

(10)異論者は言う。キリス
トは描写されうるということ
を認めてもよい。ただし、神
から伝えられた「私の記念
としてこれを行いなさい」
（一コリ11:24、ルカ
22:19)という聖なる言葉に
従う場合のみである

そこでは、彼は記念とい
う仕方による以外には
表現されえないというこ
とが名言されている。し
たがって、ただこの方
法によってのみ、表現さ
れるものは真実であり、
またその描写は聖なる
ものなのであある

以前に否定したにもかかわら
ず、キリストが輪郭づけられる
ことを認めているのであるか
ら、あなたは自己矛盾を犯して
おり、この事実はあなたへの反
論のためにすでに十分である。
しかしあなたが提起した説を何
の検討もせずに放置するのは
よくないので、一つずつ反論し
てみよう

司祭が聖なる言葉や詩編
の中で言及する件の事柄
について、あなたはいったい
どう説明するのか。象徴と
言うのか、それとも真実と
言うのか。それが象徴にす
ぎないならば、なんとばか
げたことであろうか

あなたは冒瀆から冒瀆へと進
んでいるのであり、ちょうどぬか
るみの中へ飛び込む人、傾斜
面を越えようとしてもっと滑りや
すいところへ飛び込む人のよう
である

あなたは自分の論拠を堅持す
る代わりに無神論に陥っている

もしそれらが真実であ
るならば、なぜあなたは
真理の神秘があたかも
単なる象徴であるかの
ような無意味なことを
離すのか。実際、それら
は真実であり、信仰者
は神の声に従い、キリス
トの体と血を拝領してい
るのである

「私の記念としてこ
れを行いなさい」と
彼は言っているが、
それは正しい。なぜ
ならこの神秘は、最
も大切な部分によっ
て全体を象徴し、す
べての救いの営み
を要約してりうので
あるから

「私の記念としてこれを
行いなさい」と言われて
いるが、誰にでもそれ
が許されているというこ
とではなく、司祭職を委
ねられた者にのみであ
る。しかし、他の神秘を
祝うことまでもがわれわ
れに禁じられているの
ではない

事実、われわれは彼の
生誕と顕現を記念して
いるし、彼が驢馬の子
に乗ったことを表現する
ときは枝を取る。また別
のときには彼の復活の
しるしとして口づけを交
わす

また、神殿への登場と
誘惑者による誘惑につ
いては述べていなかっ
たが、この模倣として四
〇日の節欲をしており、
同様の意味をもつ他の
習慣をも保っている

したがっって、「これらす
べてを私の記念として
行いなさい」という言葉
は、最も優れた神秘の
暗黙のうちに他のことを
も包括するような、御言
葉による命令と考えら
れよう

同じことは、木版に
身体的容貌をもっ
て表された御言葉
の描写の場合、ま
た神聖な仕方で記
された福音書の場
合にも考えられない
であろうか

彼が要約した言葉
を書き記すように誰
かに告げたと言うよ
うな言葉はどこにも
ない。それでも、彼
は使徒の書の中に
描写され、今に至る
まで保持されている

紙とインクでそこに
記されたどんなもの
でも、それと同じも
のが絵の具や他の
物質的媒介によっ
て聖画像に表され
ている

偉大なバシレイオ
スが述べるように、
物語る言葉によって
提示されるのと同じ
ものを、絵画は静か
に模写によって示し
ている

こうした理由から、
われわれはただ触
れたり見たりするこ
とによって把握され
るものだけを描くの
ではなく、精神的瞑
想によって考えられ
るものをも描写する
よう教えられたので
ある

このために、初めか
ら天使の表象ばか
りでなく、左右に分
けられた喜びと憂鬱
の表情をともなう将
来の審判の描写も
習慣的に残されて
いるのである

しかしながら、まったく
描写されることのないも
のが一つある。すなわ
ち神である。本性によ
れば、どんな思いも彼
を把握することはでき
ず、どんな響きも彼を表
現できない。ましてや彼
を輪郭づけることは不
可能である

他のものは何であ
れ、精神によって規
定され、把握される
のであるから、聴覚
によっても視覚に
よっても同じ価値で
輪郭づけられるの
である

(11)
異論者は言う。いったい
何が見られたのか。キリ
ストの肖像であるのか、
あるいはキリスト自身
か。しかし両方ではある
まい。なぜなら影
と真実は同じものでは
ないのであるから

それならば、おのお
のが他のものの内
にあるとか、あるい
はどちらかが他のも
のの内にあると主張
できるのであろう
か。それが道理に
適っていないのは明
らかである

かつて誰も、影と真実、
自然と造作、原型と模
像、原因と結果を本質
において同一であると
考えるほど、あるいはお
のおのが他のものの内
にあるとか、またはどち
らかが他方の内にある
と述べるほど、非常識
ではありえなかった

これは、もしも誰かが、キリスト
とその肖像は本質において同
一であると考えたり断言したり
する場合には採らざるをえない
内容であろう。しかしながら、わ
れわれはたとえ両者が同じ名
称を有する点で一致していて
も、キリストとその肖像は本性
においては別のものであると反
論する

さらに、肖像の本性を考え
る場合には、誰も自分が見
ているものをキリストとは言
わないし、キリストのかたど
りとも言わない。なぜならそ
の本性は、たぶん木であり
絵の具であり、金あるいは
銀、またはさまざまな物質
のいずれかであろう

しかし写しの意味で原
型に対する類似性を考
える場合には、両者は
キリストとキリストの肖
像である。また名前の
同一性によりキリストで
あるが、キリストの肖像
n方は関係のゆえにそう
呼ばれているのである

このように模像はそ
の原型の写しであ
るが、それはちょう
ど、ある名前がその
指し示しているもの
の名前であるのと
同じことである。次
のように記されてい
るのがこのことの証
拠になろう

「ヨシヤはかつてこのことを
告げた神の人の墓に目を
遣った。そして彼は『あそこ
に見える石碑は何か』と
言った。すると町の人々は
彼に『それはユダから来た
神の人です』と答えた。彼
は『それをそのままにしてお
くがよい。誰も彼の骨に触
れるな』と言った」（王下
23:16)

あなたには聖書の
語っていることがわ
かるか。それは墓を
神の人と呼んでい
る。つまり、そこに横
たわる遺体にちな
んで石碑を命名し
ているのである

模像に従って原型を命
名してもどれほどのこと
があるだろうか。別の個
所でも、神はモーセに
『私のために一対の金
のケルビムを造りなさ
い』（出25:18)と言って
おり、ケルビムの彫像と
は言っていないのであ
る

さて、今あなたは、
写しが名称の同一
性によってその原
型と同様に呼ばれ
ることを見たのであ
るから、愚かに挑発
したり、真理に対し
て非論理的に論理
づける試みをやめ
てはどうか

(12)
異論者は言う。あなた
はどんな意味でキリスト
の神性が聖画像の内に
あると言いうるのか。両
方とも崇敬されるので
あるから、本性によって
か、あるいは違うのか

もし彼の神性が聖画像の内に
あるとすれば神性の輪郭付け
がなされてします。しかし、もし
そうでないのなら、人は肖像を
崇拝していることになり、その
崇拝は不信心である。なぜなら
人はそれによって肖像を拝ん
でおり、そこで呼び求められて
いる方をではないのだからであ
る

ところで、キリストの
体はいつも彼の神
性とともの敬われる
が、それは双方とも
分離できない仕方
で一致しているから
である。これに対
し、聖画像は彼と不
可分に一致しては
いない

あなたはまだ以前同様の
道理に合わないことを語っ
ている。原型とその模像が
同じものでないならば̶な
ぜなら、一方は真実で、他
方は影であるから̶、どうし
てあなたは自分の抗議が
それほど賢明なものである
と思うのか

主の体の場合、両本性の結合のゆえ
に、彼の神性は身体的輪郭づけの下に
ありなからも、崇拝されまた栄光を帰さ
れている。肉体が触れられ、掴まれ、
見られるものであってみれば、ほかにど
のような仕方がありうるだろうか、別の
仕方では、結合に由来する輪郭づけら
れない本性という異質の固有性を受け
取ることはできないのではなかろうか

したがって、よく
言われているよ
うに、不可受苦
的（ἀπαθής）
な本質はいっ
しょに苦しむこと
はなかったが、
肉体は受難した
のである

ところが聖画像の場合は状
況が全く異なる。なぜなら、
描写されている肉体の本性
が存在せず、ただそれへの
関係だけが表現されている
ところでは、輪郭づけられ
ない神性が表現されている
とはとても言えないからで
ある

したがって、神性は
聖画像の中にあり、
そこにおいて崇敬さ
れているのである
が、それは神性が
一致している肉体
の影の中にある限り
のみでそう言いうる
のである

理性のあるな
し、また生命の
あるなしにかか
わらず、神性の
現存しない部分
とはいったいど
んなものであろ
うか

しかし、神性は受け
取る側の本性の許
容力に従って表現さ
れるのであるから、
誰かが聖画像の中
に神性があると言っ
ても、彼は間違って
いるのではない

神性は十字架の模像物
の中にも、また他の聖
なるものの中にもある。
しかしながら、これらの
ものはあの神化された
体ではないゆえに、神
性は本性の一致という
仕方でこれらのものの
中にあるのではない

そうではなく、相対
的な分有によってい
る。こうしてこれらの
ものも恵みと栄誉に
与るのである

両性論を受け取ってい
なければ、本性という異
質の固有性を受け取る
ことができない。逆に両
性論なくして如何に人
間に表現し得ない固有
性を受け取ることがで
きるのか、と問うことも

できよう

受け取る側の本性
の許容力は、相対
的な分有による、と
言っているのである
が、それをネオプラ
トニズム的に拡張す
れば、相対的な分
有とは理解力という
ロゴスの分有である
と主張できるのかも

知れない

聖画像の崇
敬

(13)異論者は言う。どうし
て、崇敬されるのでなけれ
ば聖画像は飾られるべきで
はないと言われているの
か。見ることは聞くことと同
様にものごとへと遡り、それ
らを想起させるのであるか
ら、むしろわれわれは崇敬
することなしに聖画像を飾
るべきではないのか

それというのも、われわ
れは物質的描写のもた
らす非霊的なものを拒
絶しており、また聖書に
も「神は霊である。だか
ら、神を礼拝する者は、
霊と真理をもって礼拝
しなげればならない」
（ヨハ4:24)とあるのだ
から

視覚が聴覚と同じくらい鋭
いというのは、本当である。
この等価性は真面目に把
握しておくべきである。たと
えば、聖なる福音書をただ
聞くだけにとどめ、崇敬に値
するものであるのに、敬わ
ないでおくことがよいこであ
ろうか

もしもこのことが道理に合わな
いことであるならば、どうして先
の意見はそうではないと言えよ
うか。なぜなら、あなた自ら、両
方の感覚を等価と判断したの
ではなかったか。あるいは、どう
してどちらも崇敬に値すると言
わないで、どちらも援助と害を
同時にもたらすゆえに自己矛盾
しているとと言うのであろうか

聖画像、福音書、十字架の
いずれにおいてであろうと、
またその他の聖別されたも
のにおいてであろうと、神は
明らかに霊と真理において
礼拝されているのである。
そこでは、物質は精神の神
への上昇によって高められ
ているのである

したがって、精神は物
質を信頼せず、物質と
ともにとどまりはしない
というのは、偶像礼拝
者の誤解である。それ
どころか、物質を通して
精神は原型へと昇って
いくのである。これが正
統信仰である

物質と精神
の相互依存
の話はどこ
から来てい
るのか？

(14)異論者は問う。碑銘は
崇敬されるべきであろうか、
またその銘が記されている
聖画像は崇敬されるべきで
あろうか。これらのうちのい
ずれかのみが崇敬されるの
であろうか、それとも両方と
も崇敬されないのか。どう
か

これは次のように尋ね
ることに似ている。すな
わち、福音書かあるい
はその銘か、または十
字架の模像物かあるい
はその銘か、それらの
どちらを崇敬するのが
正しいのか

またわれわれ自身の例
を採れば、人かあるい
はその名前か、つまり
パウロやペトロ、また同
じような個人の名前か
と尋ねられよう。しかし
それは愚かで、滑稽な
ことを言っているおでは
ないか

われわれの目前にあるもの
あかで、多くは名もないも
のではないか。命名された
事物はいったいどのようにし
て栄誉の内にありながら、
その呼称から分離されうる
と言うのか。それによって、
われわれがその一方に崇
敬を捧げ、他方にはそうし
ないために

しかし、実際にはこれら
は結び合っている。ある
名前は本性において命
名された何ものかの名
前であり、それが指し
示すもの自然な表象に
ほかならない。その結
びつきは崇敬において
も分離されはしない

十字架と聖
画像

(15)異論者は問
う。十字架は聖画像
に勝って崇敬される
べきであるか。ある
いはそれは同等に、
またはより劣って崇
敬されるべきである
か

私にはあなたが不要なこと
を述べているとしか思えな
い。なぜなら、それらのもの
のあいだには自然の秩序が
あるからである。もしも十字
架と言う場合に原型となる
十字架を意味しているので
あれば、どうしてそれは崇
敬に際して優位性をもたな
いわけがあろうか

なぜなら、その上で苦
しみえない御言葉が受
難したのであり、その影
でさえ悪魔を懲らしめる
ことができ、またそのし
るしを身につける者から
は悪魔を遠ざける力を
有しているのである

しかし、そこでも
しも十字架の模
像物のことを考
えているのであ
れば、あなたの
質問はよく考え
られたものとは
言えない

さまざまの結果は原因がそ
れぞれ違うのと同じくらい
異なって称賛されるのであ
り、なんらかの使用目的で
受容されたものはどんなも
のでも、それがそのために
受容されたものに対するよ
りも劣って称賛されるので
ある

そこで十字架である
が、それはキリストのゆ
えに受け入れられてい
るものである。以前はそ
れは咎めの道具でしか
なかったが、後に神的
受難の使用のために受
け取られてからは崇め
られるようになったので
ある

語源的論証

(16)異論者によれ
ば、偶像
（εἴδωλον）と肖像
（εὶκών）のあいだ
には何の相違もな
い。どちらも意味と
しては同じである

偶像はεὶδοςに由来し、
これは普通には形態を
意味する。だがその固
有の意味は「見られて
いるもの」ではない。肖
像はἐοκόςに由来し、
類似を意味する。類似
物とは簡単に言えば、
その原型ではないもの
である

このことは偶像にも肖像にもあ
てはまる。どちらの言葉もその
意味では同じなのである。とこ
ろがそれにもかかわらず、描写
されたキリストを崇敬すること
が要請されているのに、偶像を
崇敬するのは不信心である。な
ぜなら、それは真理の言葉によ
りまったく禁じられているからで
ある

さて、これらの類似物は神ではない
とか、これらは真理を侵害している
といった理由づけからすれば、確か
にこれら双方のあいだに相違はな
い。なぜなら、聖書はただ偶像を心
に描くことばかりではなく、同様に
彫像や似像、またはこのたぐいの
像のいかなるものをも造形すること
を禁じているからである

次のように言われている。「あな
たたちは偶像を造っては成らな
い．彫像、石柱、あるいは石像を
国内に建てて、それを拝んで
はならない。わたしはあなたた
ちの神、主だからである」（レビ
26:1)。また別の個所では、
「職人は偶像を造り、鋳造人は
金を溶かしてそれに被せ、似像
としなかったか」（イザ40:19）

なぜなら、偶像礼拝の危険は肖像
と偶像のいずれにも由来しうるから
である。そこで、「エイコーン」という
呼び名（ἡ�τῆς�εὶκόνος�φωνὴ）
が、神の本性の無限性のゆえに、
古来神の肖像のためには適用を禁
止されていたのであるから、われわ
れもそのためにこの呼称またはこ
れと同類の名称を用いるべきでは
ない

むしろ、われわれは「エ
イコーン」という呼び名
をキリストの外貌との関
連で使用しよう。このこ
とは大切に、すなわち、
世界の創造において最
初の人間が形づくられ
たときにすでに示唆さ
れていた

神は次のように言った。
「われわれにかたどり、
また似せて人を造ろう」
（創1:26）。またこの言
葉は、「これは誰の肖像
か」（マタ22:20）という
神の問いかけにおいて
も用いられている

これらの行句において、肖
像の語の特別な用法が示
唆されている。われわれと
しては、模像（χαρακτήρ）
や肖像（ὁμοίωμα）の用法
を使用し、偶像（εἴδωλον）
はけっして用いない。たとえ
それが類似と同じ意味を含
んでいるとしてもである

たとえそれが類似と同じ意
味を含んでいるとしてもで
ある。この場合の使用は、
古代の被造物礼拝者、また
は、本性、栄光、権威にお
いて不過視の三位一体を
礼拝しない今日の人々、あ
るいはまた、御言葉の受肉
を告白しない人々に限られ
ている

聖書に記されているように，天と地
を創造しなかったこれらの神々を滅
び去るにまかせよう（エレ10:11）。
彼らは、木や石、その他のいろいろ
な物質から造られており、自分たち
のあいだで分裂しており、本性にお
いてばかりではなく、意志において
も、栄光においても、また礼拝にお
いても相容れない

そしてわれわれに
対し、あたかも囚わ
れ人のように女王
の肖像や他のすべ
ての賢者たちの肖
像を差し出している
のである

聖人の聖画
像

(17)異論者によれば、
聖人の肖像を描いた
り、崇敬したりするのは
正しいことではない。な
ぜかというと、物質的な
絵画によって描写して
みても、天的な栄光を
有する彼らを称賛する
ことにはならない

その代わりに、言葉にお
いて彼らを記念するほう
がよい。このほうがもっ
と有益で、描くことより
も価値がある

さて、彼らは同
様のことをキリ
ストの場合にも
主張しており、
反駁されるのは
自明である。わ
れわれの論拠を
繰り返す必要は
もはやあるまい

聞くことと見ることとは等値であり、両
感覚とも使用する必要がある。どちら
か一方を退ける者は、もう一方をもそ
れといっしょに除き去らなければならな
いだろう。こうして双方を退けることに
より、もしもわれわれが間違っていなけ
れば、異端者は尊敬に値するあらゆる
人物の崇敬を確実に廃止することがで
きるであろう

(18)異論者は言う。描
かれたどの人物も崇敬
にふさわしいというわけ
ではない。たぶんこの
人あるいはあの人は重
要ではない。あるいは
称賛に値しない

私の考えでは、しかし、
われわれはここに崇敬
すべき、また栄光に満
ちた聖人たちを有して
いる。なぜなら、彼らは
殉教の血によって、ある
いは聖なる生き方に
よって誉れに値する者
となったのだからである

崇敬の差異

(18)異論者は言
う。そうであるなら
ば、崇敬がいくつも
の種類になりはしな
いだろうか。崇敬は
ただ一つあるので
あり、けっして多数
ではないはずである

私は思う。確かに礼拝（ἡ�
λατρευτικὴ）は唯一であり、
神にのみ属している。しかし他
のたぐいのものは、それ以外の
ものにも属している。たとえば
王や支配者はわれわれから敬
われている、同じく主人は奴隷
によって、両親は子供によって
尊敬されている。しかしながら
神々のようにではない

崇敬（προσκύνησις）には
このような様相があり、それ
は意向によって変わる。な
ぜなら、ここに言及された
人々は人間であり、法や恐
れの理由で、または愛情な
どのゆえに、彼らに帰される
ように定まっている栄誉に
従って尊敬されているので
ある

そこで、誰かが崇敬の多様性
をわきまえているならば、彼は
模造を通して原型を（δια�τῶν�
χαρακτήρων�τὰ�
πρωτότυπα）崇敬するのであ
るが、その際に実は、彼は固有
の仕方で神的存在にのみ厳密
に崇敬を帰しており、描写され
たおのには類比的な仕方で敬
意を表しいるのである

たとえば神の母には神の母に
ふさわしく、また聖人には聖人
にふさわしくである。ところで、
神の諸教会には、すべての人々
の目にとまるように聖書が安置
されているが、それはちょうど、
聖書の言葉が耳に聞こえるよう
に語られるのと同じである

どちらも同等の知覚
力を有しており、同
程度に尊重される
べきである。しかし
たぶん、視覚がより
高尚な感覚である
ということで、見られ
るもののほうが優先
するかもしれない

さてこのほかに、われわれ
は初めから今日に至るまで
流布している習慣、たとえ
ば神のどの教会にもある聖
なる記念碑について、いっ
たいどうするべきであろう
か。また、聖なる教父たち
の聖歌隊は不信心な活動
であったのだろうか

非難の余地なき教
会は偶像礼拝を
行っていたのだろう
か。また、いつまた
誰によって、教会は
偶像から浄められる
と言うのであろう
か。あなたの抵抗
は明らかに反キリス
トに由来する

古来の習慣また伝統についての長
年の観察にもとづく見解が、いった
いどうして覆されようか。われわれ
が論理的反証に対して揺らぐこと
のないように̶もっとも、この場合
には余分ではあるが̶、教父たち
は神から霊感を受けて、信仰の単
純さを理性の論証よりも強化しよう
とか、古来の習慣を広めようとか告
げている

ところで、もしもあ
なたが神の教会を
聖画像の飾られた
壁のために偶像の
神殿と罵るのであ
れば、どうしてすべ
ての異端者たちの
業を完遂しようとし
ないのか

さあ、反論者たちとともに身
を引くがよい。そして、もし
もあなたが悔い改めないよ
うであれば、かつてなされ
た異端の獣の狩りのよう
に、あなたに向かって石を
投げるよう命じる声、あな
たに教会という山に触れる
ことを禁じる声（出る
19:12）を聞くがよい

異端排斥

(19)以上の結
果として、もし
誰かが、われわ
れの受肉した主
イエス・キリスト
は神性によれば
描写されない方
としてどどまる
が、身体を有す
るゆえに輪郭づ
けられるというこ
とを否定するな
らば、その人は
異端者である

もしも誰かが、二つの
本性は分離されない一
致の内にあって、互いに
他方を排斥していない
のであるからという理由
で、唯一の位格におけ
る二つの本性をそれぞ
れの特性に従って区別
することをせず、むしろ
御言葉の身体が輪郭
づけられているのであ
るから、その神性も身
体といっしょに輪郭づけ
られると主張するので
あれば、その人は異端
者である

もしも誰かが、
御言葉の容姿
が描写されたも
のをキリストの
聖画像と呼ば
ず、あるいはそ
の呼称の同一
性によってキリ
ストと呼ばず
に、むしろまや
かしの偶像と罵
るのであれば、
その人は異端
者である

もしも誰かが、偉大なる
バシレイオスが、原型
への称賛はその模像に
向けられる讃美のため
に分裂させられることは
ないと述べているにも
かかわらず、聖画像に
おけるキリストに対する
相対的な崇敬を偶像へ
の崇敬と混同してしま
い、その結果、相対的
崇敬がキリスト自身に
対する崇敬であること
を否定するのであれ
ば、その人は異端者で
ある

もしも誰かが、
キリストの聖画
像が飾られるこ
とについて、讃
美するにしても
侮辱するにして
も十分ではない
と主張するので
あれば、相対的
崇敬の讃美を
否定することに
なり、その人は
異端者である

もしも誰かが、
偶像についての
聖書の禁止令
を変質させ、キ
リストの聖画像
のために誤用
し、その結果、
キリストの教会
を偶像の神殿と
罵るのであれ
ば、その人は異
端者である

もしも誰かが、キリ
ストの聖画像を崇
敬するときに、聖画
像が神性と一致し
た彼の体の模写で
あるという限りにお
いてではなく、むし
ろ神はどこにでも存
在するのであるか
ら、自然にその中に
存在するキリストの
神性を讃美してい
るのであるというの
であれば、その人は
異端者である

もしも誰かが、自分は
聖画像なしに、聞くこと
によって原型への直感
へと高められるのであ
るからという理由で、聖
画像を用いて行う精神
の原型への高揚を劣悪
であるとか霊的ではな
いとして裁き、また言葉
による説明と同じ尊敬
を沈黙における記念に
も与える偉大なバイシ
レイオスの立場をも拒
むとすれは、その人は
異端者である

もしも誰かが、
キリストの聖画
像が十字架の
象徴と同じくら
いにいろいろな
ところに描かれ
こと、また神の
民の救いのため
に飾られること
を禁止するので
あれば、その人
は異端者である

もしも誰かが、神の
母の聖画像や他の
聖人たちの聖画像
に対して、神の母自
身や聖人たち自身
に対して義務づけら
れている崇敬を捧
げることをせず、そ
のうえ教会の救いに
役立つ装飾物を偶
像礼拝的な造作物
にすぎないと主張す
るのであれば、その
人は異端者である

もしも誰かが、この
聖画像を攻撃する
異端説を̶実際、こ
の説は追従者を神
から引き離すことで
他の諸説に劣らな
いのであるが̶他
の異端説に含めて
数えることはせず、
またそのような説を
唱える者たちとの友
好関係も大したこと
ではないと述べると
すれば、その人は
異端者である

もしも誰かが、
キリストの聖画
像の栄誉を過
大評価してしま
い、その結果、
その人のすべて
の罪がまず浄め
られない限りは
聖画像はその
人のためにはな
らないという理
由で、聖画像に
近寄りたくはな
いと言うとすれ
ば、その人は愚
か者である


